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第５回POSITIVEトレーナー養成セミナー

バックヤードの災害を防ぐ！
２月７日午後から１日半の日程で、

第５回POSITIVEトレーナー養成セミ

ナーが開催されました。今年は第１２

次労働災害防止計画の重要テーマであ

る「サービス業の安全衛生」に関連し

て、ＵＡゼンセンのご協力をいただき、

丸井今井函館店を視察先にすることが

できました。

POSITIVEプログラムは、「労働組合

が主導する実践型労働安全衛生を促進

するためのプログラム」の略称です。

２００６年に改正労働安全衛生法が施行され、職場にマネジメントシステム(MS)が努力義務化されましたが、

地場中小企業では労働災害予防に有効であると知っていても、なかなか普及できていません。当センターで

は、道内の中小企業でも普及が容易なプログラムとして、労働科学研究所のご協力をいただき、「参加型PDC

Aサイクル実践プログラム」である“POSITIVEプログラム”の実践トレーナーを養成するセミナーを開催し

てきました。

過去４回は、札幌中央郵便局（郵便業）、匠（たくみ）プリント（印刷業）、サクラクラフト（旭川・木工

業）、ＮＴＴ札幌病院（医療）で職場巡思を行い、２０名を超えるトレーナーが生まれました。

丸井今井函館店（丸井さん）を訪問しました
養成セミナーは１日半の日程で、まずチェックリストによる職場巡思を行い、その後に４つの作業領域ご

とに良好事例と改善提案をまとめるグループワークで構成されています。

第５回のテーマは「流通サービス現場の良好事例と改善」とし、丸井今井函館店におじゃましましたが、

従業員は約７００名で、交通の便がよい函館市の五稜郭地区にあります。函館では「丸井さん」と呼ばれ、

地元から愛されているデパートです。

参加者８名は公務員、教員、乳業、バス、電気通信など、多彩な職業の労働組合から参加いただきました。
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まず簡単な自己紹介とセミナーの概要を聞いた後、チェックリ

ストを使った職場チェックの方法についてプレゼンを受けまし

た（チェックリストはHPに載せます）。

その後、丸井今井函館店に移動して総務管理職の方から店舗

のバックヤード、社員食堂、休憩スペース、健康相談室、食品

売り場、廃棄物の仕分け場所などの施設を見せていただきまし

た。視察直後の印象としては、①休憩施設が明るく快適そうだ

った。②ハラスメントホットラインなどのコンプラ掲示があっ

た。③靴売り場の可動式商品収納は便利そうだったなどの良好

点とともに、全体的に収納スペース活用にもう一工夫ができる

のではないかとの感想も出ました。

可動式棚が便利そう （運搬と保管の領域）
第１の領域「運搬と保管のルール」として、①安全な通路を確保しま

す。②資材や道具の置き場所、置き方を安全で効率的にします。③運搬

と移動は少なく、短く、安全にします。④重いものを運ぶのは出来るだ

け少なく効率的にしますの４点を基本に、巡視したデパートの写真をも

とにグループワーク（以下GWと略称）を行いました。良好事例として

は、①靴売り場にあった可動式棚と、出入り口が複数あったこと。②エ

レベーターが広かった。③ＲＢＰ（ロールボックスパレット・網鉄車）

や台車が十分用意されていたなどが出され、また、①靴の置き場は誰が

見てもわかるように棚を色分けしては。②商品の保管場所と通路を色分

けするなどの区別があっても、などの改善が提案されました。

デパートは商品数や種類が膨大で、その売り場への運搬は、日常業務

の大きな部分を占めます。運搬や保管が円滑に行われることが、生産性

の高い職場の必要条件です。通路が常に整理されて障害物がなければ、

台車やＲＢＰの移動がとても楽になります。また、商品の落下による事

故や、腰痛などの筋骨格系の障害を引き起こすことのないよう、工夫が求められます。

肘 高ルールが守られていた
ひじだか

（ワークステーションと機械の安全の領域）
次に第２の領域「ワークステーションと機械の安全」に移り、二組の色鉛筆を混ぜ合わせてからもとの二

組に戻すゲームを行い、はじめは苦労して色分けしていた参加者が、「じつは色鉛筆の片方の底には印がつい

ている」と説明を受けた後、あっという間に二組に分ける「効率」についてゲームで学んだ後、これも視察

デパートを題材に、この領域のルールとして、①工具や材料は作業者の近くに置きます。②作業はひじの高

さで行います。③手や足が常に安全なように防護します。④表示や操作盤は分かりやすくします。のプレゼ

ンにそってGWを行いました。

発表されたGWの結果は、①レジの高さが肘高にあっていた。②双方向に開閉する扉は便利だなど良好事

例があげられましたが、一方、①靴の箱が崩れ無いように工夫しては。②バックヤードの現在位置の見取り
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図がほしいのではなどの点も出されました。

さまざまな作業課題を行えるようにするには、一定の大きさの安定した作業場所が必要です。良い作業場

所は、時間の損失と多くの労力を減らし、作業効率を高め、疲労の蓄積を防ぎます。また、手による作業が

行われる場所が正しい高さにあれば、効率的な作業が容易に行われ、疲労を減らします。作業場や事務所に

おけるラベルと標識、信号等は、作業についての情報を伝えるので、その識別が容易であるべきです。

照明や温度は快適 （職場環境改善の領域）
第３の領域は職場の環境に目を向ける「有害環境の改善」

です。まず、多角形が書かれた用紙を配布し、多角形の中に

角を一つずつとばして（例６角形なら３つの角に）１分間で

いくつ線を書けるか、明るい場所と室内照明を減らした暗い

場所での能率を比較するゲームを行いました。

職場環境の４つのルールは、①良い照明を使います。②熱

さと寒さから作業者を守ります。③騒音がコミュニケーショ

ン、安全を妨げないことを確かめます。④粉じん、化学物質

など有害物質から作業者を守りますの４点です。

GWの結果、良好事例として①売り場の照明や温度は快適だ

った。②たばこは分煙されていた。③廃棄物の分別場所が店

舗から話されていた。また、改善点として、①バックヤード

の照明がやや暗かった。②床の改善でカビ等の防止ができる

のでは、が出されました。

十分な照明は、従業員の快適さと作業能率を改善します

し、衝突等の災害を防止しやすくします。また、環境の良い

職場は、快適に仕事に集中することができて、いらいらした

気持ちを生じさせません。

女性が多い職場の対応 （チームワークとメンタルヘルスの領域）

最後第４の領域は「チーム作業とメンタルヘルス」です。

まず、正方四角形４個×４個のマトリックスに正方形が何個

あるかを個人で数え発表します。４×４＝１６以上あること

はわかるのですが、参加者から正解はありませんでした。そ

こで、グループでお互いを検証して数え直しました。すると

正解が出ます。グループワークは様々な人の意見を聞けるだ

けでなく、正解に近づくことができます。

この領域のルールは、①作業分担を見直してよいチーム作

業にします。②休暇・休日を含む勤務時間制の改善や残業管

理で過労を防ぎます。③掲示やミーティングで情報を共有します。④トイレや休憩室など福利施設を整えま

す。⑤職場内の相互支援をすすめますの５つです。
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GW後の良い点では、①健康相談室が設置されていて、表示が明確。②休憩室・食堂などが清潔で充実し

ていた。③休憩がローテーションできちんと取れている、などが出され、また、改善点としては、①休憩所

を分散させることは可能だろうか。②社員とテナントの安全衛生の連携はとれているだろうか。③女性が多

い職場に保育所が必要ではないか、などが出されました。

仕事の量的負担や求められる速さなど、いわゆる仕事の要求度を適切な状態に保つための対応を行うこと

は、メンタルヘルス対策の重要なポイントです。繁忙期や交代制の勤務など、心身に負担がかかる時期や作

業内容については、メンタルヘルスの悪化や事故の可能性が高まるので十分に留意しておきます。平時から

課題点を把握し、その備えをしておくことが大切です。短時間のミーティングでも労働者が集まり、話し合

って作業量の調整を行うことで、生産性の向上や労働者の作業のしやすさにとって重要なアイデアを実現で

きるようになります。

セミナーの最後に、「丸井さん」の良好事例写真１５枚

からアイデア賞、低コスト賞、ヘルシー賞の３賞を設定し

てGWを行い、それぞれ投票しました。共通して評価され

たのは「多段棚が十分用いられていて、可動式は使いやす

い」ということで、アイデア賞を受けました。また、「段

差や通路を示す黄色のテープ表示」は低コスト賞。「健康

相談室の設置」がヘルシー賞となりました。

その後、まとめとして「POSITIVE改善活動で安全衛生

を軸にした協力の広がりが期待されます」のプレゼンがあ

り、①労働組合安全衛生研修の定着を推進する、②現場に合った参加型教材開発を支援する、③成功例に学

ぶの視点で職場巡思を見直し、安全衛生委員会活動の活性化にもつなげましょうと締めくくられました。

参加者の感想は、おおむね「参考になった」、「良い点から職場をみることを初めて体験した」「人の視点は

いろいろ違うことを知った」というものでしたが、そのほかには、①視察の時間が足りなかった、②GWの

なかでそれぞれの職場についての意見交換もしたかったということがありましたので、第６回のセミナーに

反映できるよう検討します。

最後に、視察を受け入れてくださった、丸井今井函館店さんとUAゼンセン三越伊勢丹グルー

プ労組函館丸井今井支部さん、ありがとうございました。

２０１４年度総会

４月２４日（木） １３：００～ 北海道自治労会館 中ホール

第１９回全道セイフティネットワーク集会

４月２４日（木） １４：１５～ 同会場

「自殺を防ぐ ゲートキーパー活動のすすめ」


